
ワーキンググループ検討結果について 

資料－１ 

平成２８年３月１８日 
 

第２回千曲川・犀川流域を対象としたタイムライン検討会 



１．長野市タイムラインの検討経緯 

 H27.10.27 第１回検討会 
①検討会設立趣旨、座長選出、②タイムラインの目的・効果説明  

 第１回住民避難WG 

①タイムライン検討のための想定ハザードについて 
②関係機関の既存計画に基づく防災行動について 
③水防法改正やＨ２７関東・東北豪雨を踏まえた避
難等に関する新たな視点に基づく防災行動の提案 
④新たな視点を踏まえた防災行動のあり方について
意見交換 
⑤新たな視点を踏まえた防災行動調査（依頼） 

⑥長野市洪水タイムライン原案に関する意見交換 
⑦他機関に希望する防災行動について 

H28.3.18 第２回検討会 ・長野市洪水タイムライン（案）の説明 

第１回検討会において、ワーキンググループを設置することが決定された。 
その後、２つのワーキンググループ会議を２回開催した。 

 第１回交通ネットワークWG 

①タイムライン検討のための想定ハザードについて 
②関係機関の既存計画に基づく防災行動について 
③水防法改正やＨ２７関東・東北豪雨を踏まえた避
難等に関する新たな視点に基づく防災行動の提案 
④新たな視点を踏まえた防災行動のあり方について
意見交換 
⑤新たな視点を踏まえた防災行動調査（依頼） 

⑥長野市洪水タイムライン原案に関する意見交換 
 ※氾濫発生時迂回路の設定についても意見交換 
⑦他機関に希望する防災行動について 

 第２回住民避難WG  第２回交通ネットワークWG 



  住民避難及びライフラインに関係する８機関及び 
 道路管理者・公共交通機関関係者１３機関で構成された。 
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WG 検討メンバー(協議項目) 
住民避難 
WGグループ 

◎長野地方気象台 
◎長野県(危機管理部・建設部） 
◎長野市内自主防災組織（豊野地区自主防災会） 
◎中部電力㈱ 
◎長野都市ガス㈱ 
◎NTT東日本 
◎長野市（総務部・消防局） 
◎千曲川河川事務所 

交通ネットワークWG 
グループ 
 

◎北信越運輸局 
◎長野国道事務所 
◎長野県(危機管理部・建設部） 
◎長野県警察本部 
◎東日本旅客鉄道㈱ 
◎東日本高速道路㈱ 
◎しなの鉄道㈱ 
◎長野電鉄㈱ 
◎アルピコ交通㈱ 
◎長野市(総務部・建設部) 
◎千曲川河川事務所 

２．ワーキンググループの構成 

交通ﾈｯﾄﾜｰｸＷＧの様子 



3 

住民避難ワーキンググループ会議について 

 
第１回：平成２７年１２月１１日開催 

第２回：平成２８年  ２月１９日開催 
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①想定する雨量 
 河川整備基本方針に基づく降雨波形（昭和３４年７月（台風７号））を設定した。 
 また、長野地方気象台から発表される大雨注意報・大雨警報のタイミングを設定した。 

 

１．タイムライン検討のための想定ハザードについて 
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②想定する水位 
    千曲川に設置されている、杭瀬下観測所（千曲市）、立ヶ花観測所（長野市）及び 

犀川に設置されている小市観測所（長野市）の過去の洪水において、最も早い速度で水位
が上昇し、計画高水水位を超過することを想定した。 

１．タイムライン検討のための想定ハザードについて 



 河川整備基本方針に基づく計画降雨（100年に1回の生起確率による降雨） 
  規模の洪水時の浸水を想定 

※今後、想定最大規模降雨における浸水想定区域図を公表予定 
 どこが堤防決壊するかわからないため、多数の地点を1箇所づつ決壊させた浸

水区域・浸水深を計算し、全ての破堤地点の浸水区域・浸水深を比較し、最大
の浸水区域・浸水深を包絡して作成 

 千曲川が破堤した場合と犀川が破堤した場合の浸水想定区域図を作成 

③想定する浸水区域について 
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１.タイムライン検討のための想定ハザードについて 
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何時(いつ) 

 

防災行動(何を)の概要 
既存計画 

台風接近５日前 気象情報等の収集 3 

台風接近３日前 所管施設へ台風情報の伝達 2 

台風接近２日前 休校等の検討、水防（消防）団との連絡調整 7 

大雨・洪水注意報 
発表 

体制配備、休校・休館措置の判断・決定 11 

大雨・洪水警報 
発表 

危険個所の巡視、要員の確保等体制の強化 9 

水防団待機水位 
レベル 

水防活動等の準備 19 

はん濫注意水位 
レベル 

水防活動等の開始 29 

避難判断水位 
レベル 

要配慮者の避難開始、排水機場操作員等の退避 29 

はん濫危険水位 
レベル 

一般住民の避難開始（避難勧告）、避難所の開設・運営 25 

はん濫発生 
レベル 

住民等の安全確保行動（避難指示）、はん濫発生にともな
う対策の実施 

30 

合計 164 

２．関係機関の既存計画に基づく防災行動について 

検討会参加８機関に現在の防災に関係する計画に基づく行動は以下のとおりであった。 
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  【避難等に関する新たな視点】 
  ◎複数地点での破堤を想定した大規模氾濫の発生を想定 
  ◎「立ち退き避難」が必要となる「洪水時家屋倒壊危険ゾーン」明示 
  ◎「立ち退き避難」が必要となる「長期浸水区域」明示 
  ◎上記を踏まえた避難の検討 
  第１回ワーキンググループ会議において、上記区域を暫定的に設定   
 

 
浸水深が浅い 

浸水深が深い 

避難勧告等の
対象区域 

立ち退き避難 

屋内安全確保 

屋内安全確保 

屋内安全確保 

立ち退き避難 

立ち退き避難 

長期間深い浸水
が続くことが想
定される区域 

立ち退き避難 

立ち退き避難 

立ち退き避難 

避難勧告等の対象とする区域と避難行動について 
（避難勧告等の判断・伝達マニュアル作成ガイドライン
説明会資料（内閣府（防災担当）、H26）に加筆修正） 

３．水防法改正やＨ２７関東・東北豪雨を踏まえた避難等に 
  関する新たな視点に基づく防災行動の提案について 
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◎タイムラインの整理様式については、河川ごと、観測所ごとに  
 作成すると３つのタイムラインとなるが、利便性の面も考慮し 
 １つの形式に取りまとめるべき。 
 
◎中部電力としては主に被害が発生してからの対応が多いが、千 
 曲川や犀川が決壊となると影響が大きいため、事前に何らかの 
 対応を行っておく必要があると思う。 
 
◎豊野地区住民自治協議会では豊野病院等と防災協定を締結して 
 いるが、心苦しいことではあるが千曲川決壊など広域的な災害 
 が発生した場合には助けることは難しいと感じており、消防や 
 民生委員で対応してもらえるようにお願いしている。 
                           

 
 

①住民避難WGでの主な意見 

４．新たな視点を踏まえた防災行動のあり方について意見交換 
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 長野市洪水タイムライン原案について、第２回ワーキング会議において説明を 
  行った。 
  タイムラインのとりまとめ方法は、第１回ワーキンググループ会議の意見を反映し、 
  ３つの観測所毎に分けず、一つにまとめることとした。 
  また、主な防災行動のみを記載した「簡易版タイムライン」と全ての防災行動が 
  記載されたタイムラインの２種類作成することとした。 

　 資料－４－１－１　《千曲川：杭瀬下》　簡易版長野市タイムライン案 　【現行計画に基づく関係機関の防災行動】
時系列 気象情報等

-120H 台風情報
（5日進路予報）

（特になし） （特になし） （特になし） （特になし） ◎気象情報（台風、雨
量、ダム、河川水位等)の
収集
◎災害対策機器等の点検
配備準備

◎テレビ等の気象情報の
動向

-72H 気象情報（台風、雨量、河川水位等)の収集

（特になし） ◎㈱ウェザーニューズと
委託契約

◎台風情報及び気象情報
の収集

◎気象情報等による台風
情報の収集

◎台風情報の収集 ◎気象情報（台風、雨
量、ダム、河川水位等)の
収集

◎台風情報の収集

-48H 気象情報（台風、雨量、河川水位等)の収集

◎施設（ダム・水門・排
水機場等）の点検・操作
確認
◎災害対策用資機材・復
旧資機材等の確保
◎リエゾン体制の確認
◎協力機関の体制確認

◎県各部局防災担当者に
対して庁内連絡会議によ
り情報の共有を行い、現
地機関、市町村に情報提
供し、体制の確認を行
う。

◎㈱ウェザーニューズと
委託契約

◎対策本部設置の検討
◎対策本部設置
◎要員の確保
◎現地情報収集
◎巡回強化及び復旧体制
準備
◎対応方針、運行計画決
定
◎河川水位により運転規
制（速度規制及び運転中
止）実施、及び警戒体制
配備
　観測箇所（川中島・安
茂里犀川水位計）
◎上流水位情報確認
◎長時間運転中止が予想
される場合は代替輸送手
配
◎他機関防災情報収集
◎土砂流入及び流出等発
生時は復旧要員の派遣

◎長野地方気象台説明会
による情報収集
◎鉄道災害対策部設置の
検討
　 （警戒体制の検討）

◎台風情報の収集
◎対策本部設置の連絡調
整

◎気象情報（台風、雨
量、ダム、河川水位等)の
収集

◎豊野区は消防団・支所
等の連絡調整

-24H 気象情報（台風、雨量、河川水位等)の収集

◎市民及び水防団等への
注意喚起
◎休校の判断、体制の確
認等

◎警戒一次体制（通常）
◎防災気象情報発令を防
災行政ｆａｘにて関係機
関に連絡

◎㈱ウェザーニューズと
委託契約

◎情報の収集
◎暴風警報指令の準備
◎警戒体制の準備

◎対策本部設置
◎台風情報・防災情報の
収集

◎気象情報（台風、雨
量、ダム、河川水位等)の
収集
◎NTT通信設備の水防対
策設置指示（水防板等）
◎情報連絡体制の強化

◎防災情報の収集

-12H 気象情報（台風、雨量、河川水位等)の収集

◎警戒一次体制（通常）
◎情報の連絡
◎地方事務所における体
制の確認

◎副所長を総括責任者と
した体制構築

◎鉄道災害対策部設置
◎暴風警報指令の発令
◎危険個所の巡視
◎列車運転規制（徐行、
一旦停止、見合わせ）

◎特別出動体制
◎危険個所の巡回

◎気象情報（台風、雨
量、ダム、河川水位等)の
収集
◎情報連絡体制の強化

◎危険個所の巡視

-10H 【長野市　第一次防災体制［警戒準備］】移行の周知

◎水門、樋門、排水機場
等の操作
◎応援体制の確認・要請
（防災エキスパート等）

◎水防団指示
◎連絡要員の配置
◎河川水位、雨量、降水
短時間予報を確認
危機管理防災監が必要と
判断したときは、
◎災害警戒本部設置

◎危機管理部職員にメー
ルにて情報共有

◎各種被害情報の収集
◎危険個所の監視（橋梁
水位等）
◎列車運転見合わせ
・千曲川村山橋梁、松川
橋梁、夜間瀬川橋梁水位
－桁下1ｍ以下

◎被害情報収集
◎重点箇所へ要員配置
◎危険個所の巡回

◎気象情報（台風、雨
量、ダム、河川水位等)の
収集
◎情報連絡体制の強化

◎消防団との連絡調整
◎浅川の被害情報収集・
支所との連絡

-8H 【長野市　第二次防災体制［第一配備］】移行の周知

気象情報（台風、雨量、河川水位等)の収集

被害状況の収集と情報発信（以降随時）

◎出水時点検（巡視）
◎CCTVによる監視強化
◎漏水・侵食情報提供

◎同報無線による注意喚
起放送
◎管理職の配置
◎必要に応じ、助言の要
請
◎避難所開設の準備
◎要配慮者施設、地下
街、大規模事業者に洪水
予報
◎避難が必要な状況が夜
間・早朝の場合は、避難
準備情報の発令判断
◎巡視・水防活動状況報
告
◎10分ごとに河川水
位、雨量、降水短時間予
報を確認

◎危機管理部職員にメー
ルにて情報共有

◎各種被害情報の収集
◎危険個所の監視（橋梁
水位等）
◎列車運転見合わせ
・千曲川村山橋梁、松川
橋梁、夜間瀬川橋梁水位
－桁下1ｍ以下

◎被害情報収集
◎重点箇所へ要員配置
◎危険個所の巡視

◎気象情報（台風、雨
量、ダム、河川水位等)の
収集
◎情報連絡体制の強化

◎支所との連絡調整
◎各組長への対策転落調
整

-2H 【長野市　第三次防災体制［第二配備］】移行の周知

◎ホットライン
◎リエゾンの派遣

◎災害対策本部設置
◎市長又は代理者の登庁
◎巡視・水防活動状況報
告

◎災害対策本部員にメー
ルにて情報共有
◎警戒一次体制を継続、
人員を増強
◎避難準備情報の発令に
ついて、内閣府、消防
庁、自衛隊等関係機関に
連絡

◎各種被害情報の収集
◎危険個所の監視（橋梁
水位等）
◎列車運転見合わせ
・千曲川村山橋梁、松川
橋梁、夜間瀬川橋梁水位
－桁下1ｍ以下

◎被害情報収集
◎重点箇所へ要員配置
◎危険個所の巡視

◎気象情報（台風、雨
量、ダム、河川水位等)の
収集
◎情報連絡体制の強化

◎支所の避難準備情報指
示に基づき行動。
◎豊野地区では浅川の氾
濫が発生していると思わ
れる。

-1H 【長野市　第四次防災体制［第三配備］】移行の周知

避難準備情報発令の周知

避難勧告発令の周知

◎災害対策機械の派遣 ◎災害対策機械の派遣要
請
◎避難者への支援

◎避難勧告発令により警
戒二次体制に移行（24
人体制）
◎各部局との連絡体制を
確保
◎状況により緊急速報
メールの発信
◎避難勧告発令について
内閣府、消防庁、自衛隊
等関係機関に連絡

◎各種被害情報の収集
◎避難勧告による避難準
備・開始
◎旅客の避難誘導
◎職員の避難

◎影響範囲内のガス供給
設備の保安措置準備

◎気象情報（台風、雨
量、ダム、河川水位等)の
収集
◎情報連絡体制の強化
◎避難場所の情報収集
◎特設公衆電話の設置準
備

◎浸水想定区域の避難

気象情報（台風、雨量、河川水位等)の収集

避難指示発令の周知

◎被害状況の把握
　（ヘリコプター等によ
る迅速な状況把握）
◎TEC-FORCEの活動
◎被害状況・調査結果等
の公表
◎応急復旧作業

◎被害調査、報告
◎人命救助、災害応急処
置
◎国、県への支援要請
◎自衛隊への派遣要請
◎避難者への支援

◎避難指示発令について
内閣府、消防庁、自衛隊
等関係機関に連絡
◎各部局所管の施設につ
いて被害状況確認及び報
告（社会福祉施設、農集
排、土木施設等）

◎お客さまの避難誘導及
び救助
◎お客さま、社員及び家
族の安否確認
◎関係機関（県、市町村
等）への応援要請

◎旅客の避難誘導
◎職員の避難
◎復旧要員の確保

◎影響範囲内のガス供給
設備の保安措置
◎マスコミ･関係機関へ
の広報･連絡
◎日本ガス協会への復旧
応援要請

◎気象情報（台風、雨
量、ダム、河川水位等)の
収集
◎災害対策本部の設置
◎避難場所の情報収集
◎特設公衆電話の設置

◎避難完了

東日本旅客鉄道(株)
各部局

共通項目
北陸地方整備局

千曲川河川事務所
長野市　総務部 長野市　建設部 長野市消防局 長野県警察本部 長野県　危機管理課

長野県
建設部河川課

関東地方整備局
長野国道事務所

北陸信越運輸局
長野運輸支局

東日本高速道路(株)
関東支社

はん濫注意水位
(杭瀬下)到達

避難判断水位
(杭瀬下)到達

はん濫危険水位
(杭瀬下)到達

最接近
又は
破堤

長野市自主防災組織

台風情報
（3日先予報）

台風説明会
＜概ね台風接近の

2日前想定＞

大雨・洪水注意報
＜概ね、発災

1日前を想定＞

大雨・洪水警報
＜概ね発災

当日を想定＞

水防団待機水位
(杭瀬下)超過

しなの鉄道(株) 長野電鉄(株) アルピコ交通(株) 中部電力(株) 長野都市ガス(株) 東日本電信電話(株)

◎ ： 実施主体 ○ ： 連携先

氾濫発生

１.大雨洪水警報の発令

平常体制⇒注意体制へ移

行

２.北日名沢川橋観測所

【上信越道(坂城IC～更埴

JCT)】

３.綿内高架橋観測所

【上信越道(更埴JCT～

長野IC～須坂長野東IC)】

４.篠井川橋観測所

【上信越道(須坂長野東IC

～信州中野IC)】

６.若宮橋観測所

【上信越道(豊田飯山IC～

信濃町IC)】

①連続雨量80mm超過

または､時間雨量25mm

超過
②連続雨量130mm超過

または､連続雨量90mm

超過､且つ時間雨量

25mm/h超過

５.斑尾川橋観測所

【上信越道(信州中野IC～

豊田飯山IC)】

①連続雨量80mm超過

または､時間雨量30mm

超過

②連続雨量110mm超過

または､連続雨量70mm

超過､且つ時間雨量

30mm/h超過

７.犀川橋観測所

【長野道(安曇野IC～麻績

IC)】

①連続雨量50mm超過

または､時間雨量25mm

超過

②連続雨量120mm超過

または､連続雨量80mm

超過､且つ時間雨量

30mm/h超過

８.麻績川橋観測所

【長野道(麻績IC～更埴

IC)】

①連続雨量80mm超過

または､時間雨量25mm

超過

②連続雨量150mm超過

または､連続雨量

120mm超過､且つ時間

雨量25mm/h超過

９.千曲川橋観測所

【長野道(更埴IC～更埴

JCT)】

①連続雨量80mm超過

または､時間雨量25mm

超過

②連続雨量130mm超過

または､連続雨量90mm

超過､且つ時間雨量

25mm/h超過

※２～９

①⇒警戒体制へ移行･速

度50km/h規制･特別巡

回

②⇒緊急体制へ移行･通

行止め

青文字 ： 既存タイムラインで定められた事項 黒文字 ： 新規検討事項

当社長野営業所供給区
域内に災害の発生が予想
される場合・社会的影響
が予想される場合等、体
制区分を定め、各体制の
判断基準に基づき防災体
制を発令する。

また、状況に応じ、防
災体制発令前に連絡所を
設置し、連絡体制・初動
体制等の強化を図る。

台風情報・大雨洪水注
意報等の各種情報、また
当社本・支店からの指
示・情報等を適宜収集し、
所内共有、連絡体制・初
動体制等を整える。

現在社内にてBCP再検
討中

特になし
※社内規程による

資料－４－２－２　　現行計画の関係機関の防災行動(ガントチャート版)《千曲川：立ヶ花》　(※記載事項は簡易版長野市タイムライン案と同様)

1 気象情報（台風、雨量、ダム、河川水位等）の収集 ◎

2 災害対策機器等の点検配備準備 ◎

3 テレビ等の気象情報の動向 ◎

4 気象情報（台風、雨量、河川水位等)の収集

5 ㈱ウェザーニューズと委託契約 ◎

6 台風情報及び気象情報の収集 ◎

7 気象情報等による台風情報の収集 ◎

8 台風情報の収集 ◎

9 気象情報（台風、雨量、ダム、河川水位等)の収集 ◎

10 台風情報の収集 ◎

11 気象情報（台風、雨量、河川水位等)の収集

12 施設（ダム・水門・排水機場等）の点検・操作確認 ◎

13 災害対策用資機材・復旧資機材等の確保 ◎

14 リエゾン体制の確認 ◎

15 協力機関の体制確認 ◎

16
県各部局防災担当者に対して庁内連絡会議により情報の共有を行い、現地機関、市町村に情報提供し、体制の確
認を行う。

◎

17 ㈱ウェザーニューズと委託契約 ◎

18 対策本部設置の検討 ◎

19 対策本部設置 ◎

20 要員の確保 ◎

21 現地情報収集 ◎

22 巡回強化及び復旧体制準備 ◎

23 対応方針、運行計画決定 ◎

24
河川水位により運転規制（速度規制及び運転中止）実施、及び警戒体制配備
観測箇所（川中島・安茂里犀川水位計）

◎

25 上流水位情報確認 ◎

26 長時間運転中止が予想される場合は代替輸送手配 ◎

27 他機関防災情報収集 ◎

28 土砂流入及び流出等発生時は復旧要員の派遣 ◎

29 長野地方気象台説明会による情報収集 ◎

30 鉄道災害対策部設置の検討（警戒体制の検討） ◎

31 台風情報の収集 ◎

32 対策本部設置の連絡調整 ◎

33 気象情報（台風、雨量、ダム、河川水位等)の収集 ◎

34 豊野区は消防団・支所等の連絡調整 ◎

何時(いつ) 行動(何を)
誰が（情報の発表又は行動の主体：◎

情報を伝達される関係者又は行動の協力者：○）

時刻 水位（洪水予
報等）等

気象情報・予
警報等 NO

細目（対応時期による分類）

【凡例】
■黒字：現行計画に基づく防災行動
■青字：既存タイムラインで定められた事項

北
陸
地
方
整
備
局

千
曲
川
河
川
事
務
所

東
日
本
高
速
道
路

(

株

)

関
東
支
社

東
日
本
旅
客
鉄
道

(

株

)

し
な
の
鉄
道

(

株

)

長
野
電
鉄

(

株

)

長
野
市
　
総
務
部

長
野
市
　
建
設
部

長
野
市
消
防
局

長
野
県
警
察
本
部

長
野
県
　
危
機
管
理
課

長
野
県
　
建
設
部
河
川
課

関
東
地
方
整
備
局

長
野
国
道
事
務
所

北
陸
信
越
運
輸
局

長
野
運
輸
支
局

ア
ル
ピ
コ
交
通

(

株

)

中
部
電
力

(

株

)

長
野
都
市
ガ
ス

(

株

)

東
日
本
電
信
電
話

(

株

)

長
野
市
自
主
防
災
組
織

-120H 台風情報
（5日先予報）

-72H 台風情報
（3日先予報）

-48H 台風説明会
<概ね台風接近
の２日前想定>

主な防災行動のみ記載した 

簡易版タイムライン様式による整理 

すべての防災行動が記載されたタイムライン 

５．長野市洪水タイムライン原案について 

また、タイムラインは氾濫危険水位を超えるなど河川の状態で記載した。 
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・気象及び河川の情報収集については、全機関共通とする。 
  また、記載についてはタイムラインの初期段階のみ記載し、 
 その後は記載しない。 
 
・要配慮者利用施設において避難が夜間や早朝になるおそれが   
 ある場合は、早い時期に注意喚起を行う。 
 
・要配慮者利用施設の避難支援については、各施設の支援要請 
 ありきとはしない。本検討会においては、避難計画の策定を 
 促すことで整理する。 
                             

①住民避難WGでの主な意見 

６．長野市洪水タイムライン原案についての意見交換内容 
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交通ネットワーク 

ワーキンググループ会議について 

 
第１回：平成２７年１２月１１日開催 

第２回：平成２８年  ２月１９日開催 
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①想定する雨量 
 河川整備基本方針に基づく降雨波形（昭和３４年７月（台風７号））を設定した。 
 また、長野地方気象台から発表される大雨注意報・大雨警報のタイミングを設定した。 

 

１．タイムライン検討のための想定ハザードについて 再 掲 
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②想定する水位 
    千曲川に設置されている、杭瀬下観測所（千曲市）、立ヶ花観測所（長野市）及び 

犀川に設置されている小市観測所（長野市）の過去の洪水において、最も早い速度で水位
が上昇し、計画高水水位を超過することを想定した。 

１．タイムライン検討のための想定ハザードについて 再 掲 



 河川整備基本方針に基づく計画降雨（100年に1回の生起確率による降雨） 
  規模の洪水時の浸水を想定 

※今後、想定最大規模降雨における浸水想定区域図を公表予定 
 どこが堤防決壊するかわからないため、多数の地点を1箇所づつ決壊させた浸

水区域・浸水深を計算し、全ての破堤地点の浸水区域・浸水深を比較し、最大
の浸水区域・浸水深を包絡して作成 

 千曲川が破堤した場合と犀川が破堤した場合の浸水想定区域図を作成 

③想定する浸水区域について 
    

15 

１.タイムライン検討のための想定ハザードについて 再 掲 
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何時(いつ) 

 

防災行動(何を)の概要 
既存計画 

台風接近５日前 気象情報等の収集 1 

台風接近３日前 (なし) 0 

台風接近２日前 体制配備検討、鉄道運行体制の判断 16 

大雨・洪水注意報 
発表 

体制配備 7 

大雨・洪水警報 
発表 

危険個所の巡視、鉄道運転規制(鉄道独自基準による) 15 

水防団待機水位 
レベル 

道路交通規制に関する情報収集等 10 

はん濫注意水位 
レベル 

道路巡視、浸水や土砂災害危険箇所等の警戒 22 

避難判断水位 
レベル 

危険個所の監視 15 

はん濫危険水位 
レベル 

鉄道の運行停止、バス・鉄道の旅客避難 19 

はん濫発生 
レベル 

バス・鉄道旅客の避難誘導、交通規制 13 

合計 118 

２．関係機関の既存計画に基づく防災行動について 

検討会参加１３機関に現在の防災に関係する計画に基づく行動は以下のとおりであった。 
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  【避難等に関する新たな視点】 
  ◎複数地点での破堤を想定した大規模氾濫の発生を想定 
  ◎「立ち退き避難」が必要となる「洪水時家屋倒壊危険ゾーン」明示 
  ◎「立ち退き避難」が必要となる「長期浸水区域」明示 
  ◎上記を踏まえた避難の検討 
  第１回ワーキンググループ会議において、上記区域を暫定的に設定   
 

 
浸水深が浅い 

浸水深が深い 

避難勧告等の
対象区域 

立ち退き避難 

屋内安全確保 

屋内安全確保 

屋内安全確保 

立ち退き避難 

立ち退き避難 

長期間深い浸水
が続くことが想
定される区域 

立ち退き避難 

立ち退き避難 

立ち退き避難 

避難勧告等の対象とする区域と避難行動について 
（避難勧告等の判断・伝達マニュアル作成ガイドライン
説明会資料（内閣府（防災担当）、H26）に加筆修正） 

３．水防法改正やＨ２７関東・東北豪雨を踏まえた避難等に 
  関する新たな視点に基づく防災行動の提案について 再 掲 
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◎NEXCO東日本では独自の雨量観測所によりで通行止めを行って 
 いる。今回の想定ハザードとしての時間雨量を教えてほしい。 
 
◎【山梨大学秦准教授】平成16年台風23号により由良川が氾濫 
 した際に、浸水範囲内の国道で観光バスが取り残された事例が 
 あった。河川の水位が相当上昇し、破堤の危険性もあったのだ 
 が道路管理者との連携が上手くいかず事前に通行止めにできな 
 かったという話を聞いたことがある。タイムラインが策定され 
 ていれば通行止めが早く実施されていたと思う。 
 
◎ＪＲ東日本としては水位が上がれば鉄道は運行停止せざるを得 
 ないため、鉄道を利用した避難というのは考え辛い。 
                           

 
 

交通ネットワークWGでの主な意見 

４．新たな視点を踏まえた防災行動のあり方について意見交換 
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 長野市洪水タイムライン原案について、第２回ワーキング会議において説明を 
  行った。 
  タイムラインのとりまとめ方法は、第１回ワーキンググループ会議の意見を反映し、 
  ３つの観測所毎に分けず、一つにまとめることとした。 
  また、主な防災行動のみを記載した「簡易版タイムライン」と全ての防災行動が 
  記載されたタイムラインの２種類作成することとした。 

　 資料－４－１－１　《千曲川：杭瀬下》　簡易版長野市タイムライン案 　【現行計画に基づく関係機関の防災行動】
時系列 気象情報等

-120H 台風情報
（5日進路予報）

（特になし） （特になし） （特になし） （特になし） ◎気象情報（台風、雨
量、ダム、河川水位等)の
収集
◎災害対策機器等の点検
配備準備

◎テレビ等の気象情報の
動向

-72H 気象情報（台風、雨量、河川水位等)の収集

（特になし） ◎㈱ウェザーニューズと
委託契約

◎台風情報及び気象情報
の収集

◎気象情報等による台風
情報の収集

◎台風情報の収集 ◎気象情報（台風、雨
量、ダム、河川水位等)の
収集

◎台風情報の収集

-48H 気象情報（台風、雨量、河川水位等)の収集

◎施設（ダム・水門・排
水機場等）の点検・操作
確認
◎災害対策用資機材・復
旧資機材等の確保
◎リエゾン体制の確認
◎協力機関の体制確認

◎県各部局防災担当者に
対して庁内連絡会議によ
り情報の共有を行い、現
地機関、市町村に情報提
供し、体制の確認を行
う。

◎㈱ウェザーニューズと
委託契約

◎対策本部設置の検討
◎対策本部設置
◎要員の確保
◎現地情報収集
◎巡回強化及び復旧体制
準備
◎対応方針、運行計画決
定
◎河川水位により運転規
制（速度規制及び運転中
止）実施、及び警戒体制
配備
　観測箇所（川中島・安
茂里犀川水位計）
◎上流水位情報確認
◎長時間運転中止が予想
される場合は代替輸送手
配
◎他機関防災情報収集
◎土砂流入及び流出等発
生時は復旧要員の派遣

◎長野地方気象台説明会
による情報収集
◎鉄道災害対策部設置の
検討
　 （警戒体制の検討）

◎台風情報の収集
◎対策本部設置の連絡調
整

◎気象情報（台風、雨
量、ダム、河川水位等)の
収集

◎豊野区は消防団・支所
等の連絡調整

-24H 気象情報（台風、雨量、河川水位等)の収集

◎市民及び水防団等への
注意喚起
◎休校の判断、体制の確
認等

◎警戒一次体制（通常）
◎防災気象情報発令を防
災行政ｆａｘにて関係機
関に連絡

◎㈱ウェザーニューズと
委託契約

◎情報の収集
◎暴風警報指令の準備
◎警戒体制の準備

◎対策本部設置
◎台風情報・防災情報の
収集

◎気象情報（台風、雨
量、ダム、河川水位等)の
収集
◎NTT通信設備の水防対
策設置指示（水防板等）
◎情報連絡体制の強化

◎防災情報の収集

-12H 気象情報（台風、雨量、河川水位等)の収集

◎警戒一次体制（通常）
◎情報の連絡
◎地方事務所における体
制の確認

◎副所長を総括責任者と
した体制構築

◎鉄道災害対策部設置
◎暴風警報指令の発令
◎危険個所の巡視
◎列車運転規制（徐行、
一旦停止、見合わせ）

◎特別出動体制
◎危険個所の巡回

◎気象情報（台風、雨
量、ダム、河川水位等)の
収集
◎情報連絡体制の強化

◎危険個所の巡視

-10H 【長野市　第一次防災体制［警戒準備］】移行の周知

◎水門、樋門、排水機場
等の操作
◎応援体制の確認・要請
（防災エキスパート等）

◎水防団指示
◎連絡要員の配置
◎河川水位、雨量、降水
短時間予報を確認
危機管理防災監が必要と
判断したときは、
◎災害警戒本部設置

◎危機管理部職員にメー
ルにて情報共有

◎各種被害情報の収集
◎危険個所の監視（橋梁
水位等）
◎列車運転見合わせ
・千曲川村山橋梁、松川
橋梁、夜間瀬川橋梁水位
－桁下1ｍ以下

◎被害情報収集
◎重点箇所へ要員配置
◎危険個所の巡回

◎気象情報（台風、雨
量、ダム、河川水位等)の
収集
◎情報連絡体制の強化

◎消防団との連絡調整
◎浅川の被害情報収集・
支所との連絡

-8H 【長野市　第二次防災体制［第一配備］】移行の周知

気象情報（台風、雨量、河川水位等)の収集

被害状況の収集と情報発信（以降随時）

◎出水時点検（巡視）
◎CCTVによる監視強化
◎漏水・侵食情報提供

◎同報無線による注意喚
起放送
◎管理職の配置
◎必要に応じ、助言の要
請
◎避難所開設の準備
◎要配慮者施設、地下
街、大規模事業者に洪水
予報
◎避難が必要な状況が夜
間・早朝の場合は、避難
準備情報の発令判断
◎巡視・水防活動状況報
告
◎10分ごとに河川水
位、雨量、降水短時間予
報を確認

◎危機管理部職員にメー
ルにて情報共有

◎各種被害情報の収集
◎危険個所の監視（橋梁
水位等）
◎列車運転見合わせ
・千曲川村山橋梁、松川
橋梁、夜間瀬川橋梁水位
－桁下1ｍ以下

◎被害情報収集
◎重点箇所へ要員配置
◎危険個所の巡視

◎気象情報（台風、雨
量、ダム、河川水位等)の
収集
◎情報連絡体制の強化

◎支所との連絡調整
◎各組長への対策転落調
整

-2H 【長野市　第三次防災体制［第二配備］】移行の周知

◎ホットライン
◎リエゾンの派遣

◎災害対策本部設置
◎市長又は代理者の登庁
◎巡視・水防活動状況報
告

◎災害対策本部員にメー
ルにて情報共有
◎警戒一次体制を継続、
人員を増強
◎避難準備情報の発令に
ついて、内閣府、消防
庁、自衛隊等関係機関に
連絡

◎各種被害情報の収集
◎危険個所の監視（橋梁
水位等）
◎列車運転見合わせ
・千曲川村山橋梁、松川
橋梁、夜間瀬川橋梁水位
－桁下1ｍ以下

◎被害情報収集
◎重点箇所へ要員配置
◎危険個所の巡視

◎気象情報（台風、雨
量、ダム、河川水位等)の
収集
◎情報連絡体制の強化

◎支所の避難準備情報指
示に基づき行動。
◎豊野地区では浅川の氾
濫が発生していると思わ
れる。

-1H 【長野市　第四次防災体制［第三配備］】移行の周知

避難準備情報発令の周知

避難勧告発令の周知

◎災害対策機械の派遣 ◎災害対策機械の派遣要
請
◎避難者への支援

◎避難勧告発令により警
戒二次体制に移行（24
人体制）
◎各部局との連絡体制を
確保
◎状況により緊急速報
メールの発信
◎避難勧告発令について
内閣府、消防庁、自衛隊
等関係機関に連絡

◎各種被害情報の収集
◎避難勧告による避難準
備・開始
◎旅客の避難誘導
◎職員の避難

◎影響範囲内のガス供給
設備の保安措置準備

◎気象情報（台風、雨
量、ダム、河川水位等)の
収集
◎情報連絡体制の強化
◎避難場所の情報収集
◎特設公衆電話の設置準
備

◎浸水想定区域の避難

気象情報（台風、雨量、河川水位等)の収集

避難指示発令の周知

◎被害状況の把握
　（ヘリコプター等によ
る迅速な状況把握）
◎TEC-FORCEの活動
◎被害状況・調査結果等
の公表
◎応急復旧作業

◎被害調査、報告
◎人命救助、災害応急処
置
◎国、県への支援要請
◎自衛隊への派遣要請
◎避難者への支援

◎避難指示発令について
内閣府、消防庁、自衛隊
等関係機関に連絡
◎各部局所管の施設につ
いて被害状況確認及び報
告（社会福祉施設、農集
排、土木施設等）

◎お客さまの避難誘導及
び救助
◎お客さま、社員及び家
族の安否確認
◎関係機関（県、市町村
等）への応援要請

◎旅客の避難誘導
◎職員の避難
◎復旧要員の確保

◎影響範囲内のガス供給
設備の保安措置
◎マスコミ･関係機関へ
の広報･連絡
◎日本ガス協会への復旧
応援要請

◎気象情報（台風、雨
量、ダム、河川水位等)の
収集
◎災害対策本部の設置
◎避難場所の情報収集
◎特設公衆電話の設置

◎避難完了

東日本旅客鉄道(株)
各部局

共通項目
北陸地方整備局

千曲川河川事務所
長野市　総務部 長野市　建設部 長野市消防局 長野県警察本部 長野県　危機管理課

長野県
建設部河川課

関東地方整備局
長野国道事務所

北陸信越運輸局
長野運輸支局

東日本高速道路(株)
関東支社

はん濫注意水位
(杭瀬下)到達

避難判断水位
(杭瀬下)到達

はん濫危険水位
(杭瀬下)到達

最接近
又は
破堤

長野市自主防災組織

台風情報
（3日先予報）

台風説明会
＜概ね台風接近の

2日前想定＞

大雨・洪水注意報
＜概ね、発災

1日前を想定＞

大雨・洪水警報
＜概ね発災

当日を想定＞

水防団待機水位
(杭瀬下)超過

しなの鉄道(株) 長野電鉄(株) アルピコ交通(株) 中部電力(株) 長野都市ガス(株) 東日本電信電話(株)

◎ ： 実施主体 ○ ： 連携先

氾濫発生

１.大雨洪水警報の発令

平常体制⇒注意体制へ移

行

２.北日名沢川橋観測所

【上信越道(坂城IC～更埴

JCT)】

３.綿内高架橋観測所

【上信越道(更埴JCT～

長野IC～須坂長野東IC)】

４.篠井川橋観測所

【上信越道(須坂長野東IC

～信州中野IC)】

６.若宮橋観測所

【上信越道(豊田飯山IC～

信濃町IC)】

①連続雨量80mm超過

または､時間雨量25mm

超過
②連続雨量130mm超過

または､連続雨量90mm

超過､且つ時間雨量

25mm/h超過

５.斑尾川橋観測所

【上信越道(信州中野IC～

豊田飯山IC)】

①連続雨量80mm超過

または､時間雨量30mm

超過

②連続雨量110mm超過

または､連続雨量70mm

超過､且つ時間雨量

30mm/h超過

７.犀川橋観測所

【長野道(安曇野IC～麻績

IC)】

①連続雨量50mm超過

または､時間雨量25mm

超過

②連続雨量120mm超過

または､連続雨量80mm

超過､且つ時間雨量

30mm/h超過

８.麻績川橋観測所

【長野道(麻績IC～更埴

IC)】

①連続雨量80mm超過

または､時間雨量25mm

超過

②連続雨量150mm超過

または､連続雨量

120mm超過､且つ時間

雨量25mm/h超過

９.千曲川橋観測所

【長野道(更埴IC～更埴

JCT)】

①連続雨量80mm超過

または､時間雨量25mm

超過

②連続雨量130mm超過

または､連続雨量90mm

超過､且つ時間雨量

25mm/h超過

※２～９

①⇒警戒体制へ移行･速

度50km/h規制･特別巡

回

②⇒緊急体制へ移行･通

行止め

青文字 ： 既存タイムラインで定められた事項 黒文字 ： 新規検討事項

当社長野営業所供給区
域内に災害の発生が予想
される場合・社会的影響
が予想される場合等、体
制区分を定め、各体制の
判断基準に基づき防災体
制を発令する。

また、状況に応じ、防
災体制発令前に連絡所を
設置し、連絡体制・初動
体制等の強化を図る。

台風情報・大雨洪水注
意報等の各種情報、また
当社本・支店からの指
示・情報等を適宜収集し、
所内共有、連絡体制・初
動体制等を整える。

現在社内にてBCP再検
討中

特になし
※社内規程による

資料－４－２－２　　現行計画の関係機関の防災行動(ガントチャート版)《千曲川：立ヶ花》　(※記載事項は簡易版長野市タイムライン案と同様)

1 気象情報（台風、雨量、ダム、河川水位等）の収集 ◎

2 災害対策機器等の点検配備準備 ◎

3 テレビ等の気象情報の動向 ◎

4 気象情報（台風、雨量、河川水位等)の収集

5 ㈱ウェザーニューズと委託契約 ◎

6 台風情報及び気象情報の収集 ◎

7 気象情報等による台風情報の収集 ◎

8 台風情報の収集 ◎

9 気象情報（台風、雨量、ダム、河川水位等)の収集 ◎

10 台風情報の収集 ◎

11 気象情報（台風、雨量、河川水位等)の収集

12 施設（ダム・水門・排水機場等）の点検・操作確認 ◎

13 災害対策用資機材・復旧資機材等の確保 ◎

14 リエゾン体制の確認 ◎

15 協力機関の体制確認 ◎

16
県各部局防災担当者に対して庁内連絡会議により情報の共有を行い、現地機関、市町村に情報提供し、体制の確
認を行う。

◎

17 ㈱ウェザーニューズと委託契約 ◎

18 対策本部設置の検討 ◎

19 対策本部設置 ◎

20 要員の確保 ◎

21 現地情報収集 ◎

22 巡回強化及び復旧体制準備 ◎

23 対応方針、運行計画決定 ◎

24
河川水位により運転規制（速度規制及び運転中止）実施、及び警戒体制配備
観測箇所（川中島・安茂里犀川水位計）

◎

25 上流水位情報確認 ◎

26 長時間運転中止が予想される場合は代替輸送手配 ◎

27 他機関防災情報収集 ◎

28 土砂流入及び流出等発生時は復旧要員の派遣 ◎

29 長野地方気象台説明会による情報収集 ◎

30 鉄道災害対策部設置の検討（警戒体制の検討） ◎

31 台風情報の収集 ◎

32 対策本部設置の連絡調整 ◎

33 気象情報（台風、雨量、ダム、河川水位等)の収集 ◎

34 豊野区は消防団・支所等の連絡調整 ◎

何時(いつ) 行動(何を)
誰が（情報の発表又は行動の主体：◎

情報を伝達される関係者又は行動の協力者：○）

時刻 水位（洪水予
報等）等

気象情報・予
警報等 NO

細目（対応時期による分類）

【凡例】
■黒字：現行計画に基づく防災行動
■青字：既存タイムラインで定められた事項

北
陸
地
方
整
備
局

千
曲
川
河
川
事
務
所

東
日
本
高
速
道
路

(

株

)

関
東
支
社

東
日
本
旅
客
鉄
道

(

株

)

し
な
の
鉄
道

(

株

)

長
野
電
鉄

(

株

)

長
野
市
　
総
務
部

長
野
市
　
建
設
部

長
野
市
消
防
局

長
野
県
警
察
本
部

長
野
県
　
危
機
管
理
課

長
野
県
　
建
設
部
河
川
課

関
東
地
方
整
備
局

長
野
国
道
事
務
所

北
陸
信
越
運
輸
局

長
野
運
輸
支
局

ア
ル
ピ
コ
交
通

(

株

)

中
部
電
力

(

株

)

長
野
都
市
ガ
ス

(

株

)

東
日
本
電
信
電
話

(

株

)

長
野
市
自
主
防
災
組
織

-120H 台風情報
（5日先予報）

-72H 台風情報
（3日先予報）

-48H 台風説明会
<概ね台風接近
の２日前想定>

主な防災行動のみ記載した 

簡易版タイムライン様式による整理 

すべての防災行動が記載されたタイムライン 

５．長野市洪水タイムライン原案について 

また、タイムラインは氾濫危険水位を超えるなど河川の状態で記載した。 

再 掲 



第１回交通ネットワークWG会議において、ＮＥＸＣＯ東日本からの意見により以下の
とおり追加した。 

20 

長野インターチェンジ 

各機関独自の気象観測により防災行
動を決定している機関については、総
雨量分布により判断していただくことと
した。 
 
例）上信越自動車道では長野インター
チェンジより南部が累計雨量 
１００ミリを超過していることから氾濫の
１日前に雨量規制により通行止めと想
定した。 
※その後、降雨がなくなったため通行
止めが解除された。 
 

５．長野市洪水タイムライン原案について 



21 

・国道規制時の迂回ルートについては、今後、道路管理者と警察 
 との協議により検討していく。 
・災害時における高速道路の無料区間の設定が申請により可能 
・避難勧告発令の情報を駅構内の掲示版や道路情報表示すること 
 で、例えば、駅の旅客がパニックになることはないか。 
 【信州大学菊池座長】 
 氾濫が発生していない状況で、避難に必要な情報を早めに出す 
 ことでパニックになったという事例はないと思われる。 
 

交通ネットワークWG主なワーキング意見 

６．長野市洪水タイムライン原案についての意見交換内容 



22 

 
【長野国道事務所】→道路管理者 
・国道の通行止めにあたり、接続する県市道への影響が生じるため接続する 
 県市道の通行規制および迂回路の設定を協議したい。 

【中部電力】→長野市 
・発災による停電発生時には優先的に送電を実施したいため事前に避難所となる建物の名称
および所在地について情報提供を希望 

・真に復旧が必要な個所へ要員を集中させたいため、避難判断水位到達以降、順次避難状況
について連絡を希望 

【中部電力】→道路管理者 
・被害を受けた配電設備を早期に復旧（送電）するためには復旧に必要な車両（機械）の搬入
が必要なため発生の都度倒木・土砂等の交通途絶要因の除去について協力を希望 

【長野市】→千曲川河川事務所・長野県 
・浸水被害発生時には排水ポンプ車の出動をお願いしたい。 

【長野市】→中部電力 
・浸水による電力供給がスットップした場合、水道施設のポンプ等が停止するため。停電によ
る給水活動も想定されるため、停電の正確な情報提供・停電区域・原因・復旧見込みについて
情報提供をお願いしたい。 

【長野市】→公共施設の各所管の機関へ 
・所管する施設の利用者の安全確保をお願いしたい。 

 

 

 

 

（平成２８年２月１９日開催） ７．他機関に希望する防災行動について 


